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【
う
ら
へ
続
く
】

米
国
が
未
臨
界
核
実
験

ロ
シ
ア
が
戦
術
核
想
定
演
習

断
固
抗
議
　
核
兵
器
禁
止
へ

  

米
政
府
は
爆
発
を
伴
わ

な
い
未
臨
界
核
実
験
を
14

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
実

験
は
２
０
２
１
年
９
月
以

来
で
、
バ
イ
デ
ン
政
権
下

で
は
３
回
目
で
す
。

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
委
員
長
は
「
核
兵
器
の

強
め
る
も
の
で
あ
り
、
断

固
抗
議
す
る
」と
表
明
。日

本
被
団
協
は
、「
よ
り
近
代

化
、
小
型
化
し
た
核
兵
器

を
追
求
す
る
米
国
の
政
策

に
強
く
抗
議
」
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ロ
シ
ア
は
戦
術
核

の
使
用
を
想
定
し
た
軍
事

演
習
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
隣

接
す
る
地
域
で
始
め
た
と

発
表
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の

使
用
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本

被
団
協
は
、「
世
界
を
核
戦

争
の
危
機
に
追
い
込
み
、

人
類
の
破
滅
を
も
た
ら
す

誤
っ
た
戦
術
に
他
な
ら
な

い
」
と
す
る
抗
議
文
を
ロ

シ
ア
大
使
館
に
送
り
ま
し

た
。

日隅一雄・情報流通促進賞

   2024 大賞に

「しんぶん赤旗日曜版」と
 上脇博之さんに決定

　

日
隅
一
雄
・
情
報
流
通

促
進
賞
２
０
２
４
の
大
賞

は
、
自
民
党
パ
ー
テ
ィ
ー

券
裏
金
問
題
に
つ
い
て
ス

ク
ー
プ
し
た
２
０
２
２
年

11
月
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日

曜
版
」
と
こ
れ
を
踏
ま
え

て
調
査
を
重
ね
て
実
態
を

明
ら
か
に
し
た
上
脇
博
之

さ
ん
の
自
民
党
「
裏
金
」

調
査
活
動
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

政
治
資
金
収
支
報
告
書

と
い
う
誰
で
も
ア
ク
セ
ス

で
き
る
情
報
を
使
っ
た
調

査
は
、
市
民
に
開
か
れ
た

調
査
報
道
の
可
能
性
を
拓

き
、
若
い
世
代
も
含
め
て

民
主
主
義
を
自
分
た
ち
に

取
り
戻
す
可
能
性
を
示
し

ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
定
額
減
税
。

「
一
人
あ
た
り
所
得
税

３
万
円
、
住
民
税
１
万
円

が
減
額
さ
れ
る
」「
昨
年
の

国
会
で
選
挙
目
当
て
で
は

な
い
か
と
批
判
の
あ
っ
た

も
の
だ
」「
減
税
額
を
給
料

明
細
に
明
記
す
る
よ
う
義

大
学
授
業
料
無
償
化
、
今
す
ぐ
半
額

巨
大
私
学
35
％
で
学
費
高
騰

　

背
景
に
国
の
助
成
減

　

40
あ
る
大
規
模
私
立
大

学
を
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

が
調
査
。
そ
の
35
％
の
14

大
学
で
４
月
に
授
業
料
値

上
げ
を
し
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
初
年
度
納
付

金
は
早
稲
田
大
学
理
工
学

部
で
１
７
０
万
９
０
０
０

円
か
ら
１
８
４
万
７
０
０

０
円
へ
、
13
万
８
０
０
０

円
の
値
上
げ
で
す
。
立
教

大
学
、
慶
応
大
学
な
ど
各

大
学
が
約
２
万
～
11
万
円

値
上
げ
し
ま
し
た
。

　

学
費
高
騰
は
私
学
助
成

の
減
少
が
原
因
で
す
。
国

の
補
助
は
現
在
１
割
を
切

り
、
53
年
前
の
水
準
以
下

で
す
。

　

日
本
政
府
は
国
際
人
権

規
約
の
高
等
教
育
の
漸
進

的
無
償
化
条
項
の
留
保
を

２
０
１
２
年
に
撤
回
し
ま

し
た
。
学
費
無
償
化
を
め

ざ
し
、
値
下
げ
す
る
こ
と

は
国
際
公
約
で
す
。
国
が
、

目
標
で
あ
る
経
常
費
の
２

分
の
１
を
補
助
す
れ
ば
、

学
費
は
42
％
下
げ
ら
れ
ま

す
。
国
際
公
約
の
学
費
無

償
化
を
め
ざ
し
て
国
が
助

成
を
増
や
し
、
今
す
ぐ
半

額
に
す
べ
き
で
す
。

　

核
兵
器
が
存
在
す
る
限

り
、
核
の
脅
威
の
も
と
に

人
類
は
置
か
れ
続
け
ま
す
。

国
際
社
会
は
核
兵
器
禁
止

条
約
と
い
う
「
世
界
の
本

流
」
に
向
か
っ
て
歩
み
を

強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子どもの人口と総人口に占める割合

な
い
世
界
を
目
指
す
方
向

に
逆
行
し
、
核
の
脅
威
を
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
改
定
案

財
源
は
医
療
保
険
料
上
乗
せ
で
負
担
増

低
所
得
者
ほ
ど
負
担
重
い

　
　
　

吉
良
議
員
が
国
会
追
及

　　

17
日
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
改
定
案
が
審
議

入
り
。
日
本
共
産
党
の
吉

良
よ
し
子
議
員
は
財
源
に

つ
い
て
、
軍
事
費
を
聖
域

と
す
る
一
方
、
社
会
保
障

費
の
み
を
対
象
と
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
よ
り
も

軍
事
優
先
」
と
指
摘
。

　

ま
た
実
質
的
負
担
は
な

い
と
喧
伝
す
る
岸
田
発
言

に
対
し
、「
年
１
兆
円
が
医

療
保
険
料
に
上
乗
せ
さ
れ

全
国
民
か
ら
徴
収
さ
れ
ま

す
。
逆
進
性
の
あ
る
医
療

保
険
か
ら
財
源
を
持
っ
て

く
る
の
は
全
く
の
筋
違

い
」「
低
所
得
者
が
多
い
国

民
健
康
保
険
の
方
が
支
援

金
の
負
担
が
重
く
な
り
ま

す
。
格
差
と
貧
困
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
は
あ
り

小
池
都
政
の
大
問
題
②

　

陥
没
事
故
を
起
こ
し
た

鹿
島
JV
が
、
被
害
住
民
を

日
常
的
に
監
視
、盗
撮
、誹

謗
中
傷
し
て
い
ま
し
た
。

都
民
の
税
金
も
使
わ
れ
る

公
共
工
事
を
担
う
資
格
は

あ
り
ま
せ
ん
。
都
は
事
業

認
可
を
取
り
消
し
、
外
環

道
工
事
は
中
止
す
べ
き
で

す
。

　

コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
る
方
、

後
遺
症
で
苦
し
む
方
、
医

療
や
介
護
、
福
祉
の
現
場

で
汚
染
を
広
げ
な
い
よ
う

緊
張
し
な
が
ら
働
く
方
は

今
も
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
事
業
は
ほ

と
ん
ど
が
今
年
３
月
末
で

終
了
。
福
祉
施
設
で
の
定

期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
治

療
薬
の
自
己
負
担
軽
減
、

後
遺
症
の
相
談
窓
口
な
ど

引
き
続
き
実
施
す
べ
き
で

す
。

務
づ
け
る
」「
政
府
の
減
税

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い

だ
」「
だ
っ
た
ら
消
費
税
を

下
げ
て
も
ら
い
た
い
」「
企

業
の
会
計
担
当
者
は
事
務

負
担
が
増
え
る
と
嘆
い
て

い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

政
治
資
金
規
正
法
の
改

定
問
題
。「
裏
金
問
題
で
、

各
党
が
改
定
案
を
提
出
し

審
議
が
始
ま
っ
た
」「『
毎

日
』
の
世
論
調
査
で
は
自

民
党
案
を
『
評
価
せ
ず
』

が
７
割
だ
っ
た
」「
共
産
党

の
塩
川
鉄
也
議
員
は
、
そ

も
そ
も
企
業
献
金
は
賄
賂

だ
と
追
及
し
た
」「
企
業
・

団
体
献
金
禁
止
と
政
党
助

成
金
を
廃
止
す
る
法
案
は

共
産
党
だ
け
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ペ

イ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
22

日
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家

と
し
て
承
認
す
る
と
発
表

し
た
。「
３
カ
国
は
、中
東

の
平
和
を
実
現
す
る
唯
一

の
道
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ

レ
ス
チ
ナ
２
国
家
共
存
だ

と
指
摘
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
が
日

米
通
算
２
０
０
勝
を
達
成
。

「
日
米
通
算
は
野
茂
英
雄

さ
ん
、
黒
田
博
樹
さ
ん
に

続
い
て
史
上
３
人
目
だ
」

「
す
べ
て
先
発
で
の
達
成

は
初
だ
っ
て
。す
ご
い
ね
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
新
宿
御
苑
に
久
し
ぶ

り
に
行
っ
た
ら
外
国
人
で

あ
ふ
れ
て
い
た
。
円
安
の

影
響
を
感
じ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
梅
雨
の
シ
ン
ボ
ル
、ア

ジ
サ
イ
や
ビ
ヨ
ウ
ヤ
ナ
ギ

が
咲
き
始
め
た
」

読
書

　

堤　

未
果
著

ル
ポ　

貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
Ⅱ

　
　
　

岩
波
新
書　

￥
７
２
０
（
税
別
）

　

ア
メ
リ
カ
で
は
学
費
の

高
騰
が
学
生
た
ち
に
し
わ

寄
せ
さ
れ
、
学
費
ロ
ー
ン

の
債
務
返
済
困
難
者
は

４
０
０
０
万
人
を
超
え
る
。

大
企
業
Ｇ
Ｍ
の
退
職
労
働

者
は
ほ
か
と
違
い
一
生
涯

医
療
保
険
が
保
障
さ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｍ
破

産
で
不
支
給
。
民
営
刑
務

所
は
超
低
賃
金
労
働
力
の

供
給
元
と
し
て
急
増
。
刑

の
厳
罰
化
で
入
所
者
は
増

え
つ
づ
け
て
刑
務
所
ビ
ジ

ネ
ス
は
好
調
。

　

ア
メ
リ
カ
化
が
続
く
日

本
。
ア
メ
リ
カ
に
チ
ェ
ン

ジ
が
な
け
れ
ば
、
ル
ポ
が

描
い
た
社
会
は
明
日
の
日

本
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

ま
せ
ん
か
」
と
追
及
。

　

高
齢
者
向
け
支
出
を

削
っ
て
子
ど
も
関
係
支
出

を
増
や
す
や
り
方
は
社
会

連
帯
を
壊
し
、
世
代
間
の

分
断
と
対
立
を
あ
お
る
と

批
判
し
ま
し
た
。

国際刑事裁判所の検察局

戦争犯罪に逮捕状請求
　イスラエル首相・国防相
　ハマス幹部に

　

国
際
刑
事
裁
判
所
の
検

察
局
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
と
ガ
ラ

ン
ト
国
防
相
、
ハ
ス
マ
幹

部
に
逮
捕
状
を
請
求
し
ま

し
た
。

　

南
ア
フ
リ
カ
や
ス
ペ
イ

ン
な
ど
は
「
法
は
す
べ
て

の
人
に
平
等
に
適
用
さ
れ

る
べ
き
だ
」
と
し
て
歓
迎
。

チ
リ
や
南
ア
フ
リ
カ
、
ス

ペ
イ
ン
な
ど
も
支
持
を
表

明
し
ま
し
た
。
米
国
の
バ

イ
デ
ン
大
統
領
は
今
回
も

イ
ス
ラ
エ
ル
を
擁
護
し
ま

し
た
。

　

ガ
ザ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

は
絶
対
ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ん
。

外
環
道
の
陥
没
被
害

住
民
を
監
視
・
盗
聴

汚
染
源
解
明
、
血
液
検

査
に
消
極
的

┃

Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
汚
染

　

横
田
基
地
や
工
場
な
ど

か
ら
の
流
出
、
地
下
水
や

土
壌
の
汚
染
が
疑
わ
れ
る

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
）。都
は
汚
染
源
の

解
明
や
、
命
と
健
康
を
守

る
血
液
検
査
に
消
極
的
で

す
。
都
の
責
任
で
徹
底
し

て
進
め
る
べ
き
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策 
ほ
と
ん
ど

を
終
了


